
YURA YURA ~Childhood Days~

I13008　宮地 毅

ロフト部はヴィンテージウッド　　　　　　　　　

古木調のフロアタイル

物置を取り壊し板を取り付け机に

食事も作業も充分出来る大きさ

ビンテージオーク調のフロアタイル

ストリート風の壁紙を一部分

枝部分にハンモックを付け替え可能

タイルの上から固定

こちらの部分は一面茶色塗装

　 　

はしごをはずしロープの網を使う

男なら一度は憧れる『ハンモック』
メインターゲットは男性。

真新しさを感じる内装ではなく、 懐かしさを感じる内装。

暖色系の照明でも全体的に懐かしさを感じます。

そして、 ハンモック。 男の憧れです。

壁際にある柱の枝で付け替え可能なので、 いろんな使い方ができるようになっています。

男は大人になっても少年の心を忘れないものです。

何歳になってもふと少年時代を思いだします。

ここは、 大人になっても少年の心を忘れない

そんな少年のための部屋になってます。

　　　　　　　　　　　


